
左岸 14.2 kｍ付近

左岸 12.8 km付近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雑草を管理して整備をすれば　子供たちが

　この場所は住宅地と隣接して、多くの人の憩いな場所となっています。桜並木があり多くの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。現在は草が繁茂していていますが、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歩いて川まで下りることができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階段が整備されていて、テラス状になってい

　菊川市文化会館アエルの西側を菊川が流れています。アエルの駐車場に車を置いて、そこから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水遊びができる場所になる可能性があるかも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しれません。

　方々が土手を散歩しています。冬の時期はたくさんの水鳥を観察することができます。

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　２月１３日　９時　１０分頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風はやや強いですが、午前中から多くの

菊 川 水 系 菊 川

　先週は寒気団が居座って極寒の２月でした。　でも本日はとても暖かく巡回日和です。

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　２月１３日　９時　５０分頃

菊 川 水 系 菊 川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在、下前田川の流入口に新しい樋門を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　造っています。治水の観点からはとても

　黒い体に白いくちばしのオオバンが遊んでいます。生き物が集まる環境も大切です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人が川沿いを散歩しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大切な工事ではありますが、コンクリー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トで覆われて自然が少なくなり残念です。



左岸 9 km付近菊 川 水 系 菊 川

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　２月１３日　１０時　２０分頃

　階段テラスの前には　コンクリートブロックが配置されて流れが弱められていて、上流部は

　浅瀬になっているようです。親水テラスとして考えても面白そうです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムクドリ、カラスでした。　腰を据えて観察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すればもっと見つけられると思います。

　今日は風が強いでですが、空気は澄み切っていて雪を抱いた富士山がとてもきれいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     上小笠川合流地点付近は鳥が集まっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冬こそ野鳥を楽しむ季節ですが、今日は風が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強いせいか枯草の中に潜んでいるようです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本日、ここで観察できたのは　カモ類、

高田橋の上、下流は流れも穏やかで、護岸も自然であり、ススキやヨシなどの草地が優先した

野鳥の楽園となっています。防寒対策をして鳥の観察を楽しんでもらいたいですね。

身近な河川で野鳥観察が

楽しめるのですね。



左岸 6.8 km付近　

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　２月１３日　１０時　５０分頃

菊 川 水 系 菊 川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神社の庭園から階段を上り土手の上の通路に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簡単に出られます。さらに、河川敷に下りる

　水辺には野鳥がいます。ヨシが自然の野鳥観察の壁になっているのかもしれません。

　公園からの階段を有効に利用できるように検討してもよいかと思いました。

　　ただし、河原に下りてみると　ヨシの群落に遮られて　肝心の菊川の水辺を愛でることは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できない状況でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階段が整備されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せっかく菊川と親しめる設備があるのに、利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されていなかったり、知られていなかったり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したらもったいないです。

　井ノ宮神社に隣接した公園に車を止め、菊川を観察してみました。



左岸 5.1 km付近　

右岸 9.1 km付近　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水面に稲藁などの植物残渣が浮いています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その中で微生物が活動を始めるのでしょう。

　護岸の草は冬枯れで殺風景です。生き物の気配はありません。　ということは１月の画像と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まったく変わっていないということです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実際に先月の報告と比較してみたら、全く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一緒のように感じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昨日に久しぶりに雨が降ったせいなのか、

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　２月１３日　１５時　００分頃

菊 川 水 系 牛 淵 川

　今月も　三沢橋北、横地排水樋菅から河川敷に下りて川を観察しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋川はとても趣のある小川です。

　小笠高橋川が合流する高橋川樋門を観察しました。

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　２月１３日　１３時　４０分頃

菊 川 水 系 牛 淵 川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昨日の雨で水門は解放されていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牛渕川との合流部には、残念ながらゴミが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大量にたまっています。

牛渕川に流れ込まないように　ゴミを回収したところ　ペットボトルが47本あり、全部で

ゴミ袋2個になりました、中には家庭のゴミのようなものもありました。

ペットボトルは洗って、他のごみも適正に処分いたしました。 回収していただき、

ありがとうございます。



左岸 11.8 km付近　

　2月とはいえ、今日みたいに日差しの暖かい日なら　何かしら生き物が動き出しているだろう

　と安易に考えていました。そうしたら　いました、いました。浅瀬にいたのは体長50cmは

　ある2匹のナマズ。カップルでしょうか？　ひげをゆらして泳いでいます。

　このような環境がいつまでも続いていくように願っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なにをしているのかと　セグロセキレイが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょっかいをかけてきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そんな野鳥との交流を楽しみながら　観察を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続けます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寒くても野鳥は元気です。

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　２月１３日　１５時　３０分頃

菊 川 水 系 牛 淵 川

　牛淵川の上流は豊かな自然環境が残っています。　立春を超えて生き物たちも動き出すかと

　気持ちもワクワクしてきます。　水も澄んでいます。　でも、なかなか見つかりません。

　川の状態には変化が見られないような気がしますが、暖かくなって生き物たちが一気に動き

　出すのが待ち遠しいです。


